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ボールデータ 
 
 カバーストック F81 ﾘｱｸﾃｨﾌﾞ 
 コア  コードコア 
 カラー ディープブルー／ﾏﾘﾝﾌﾞﾙｰ 
 表面仕上げ 1000番アブラロン 
 慣性（RG） 2.502 
 フレアポテンシャル ⊿RG 0.042 
 コンディション ヘビー 
 重さ  12－16ポンド 

 

コ ア … コアは対称コアを使用。RGは中程度の 2.51で、ΔRGは 0.042です。我々の
テストで、3.5インチと4.5インチのレイアウトでは5インチものフレアトラックを確認しました。
6インチピンでは再考 2.5インチまででした。 
カバーストック … リアクティブカバーはF81で、これはAMFラインナップの中では最も強い
カバーストックです。表面は 1000 番アブラロン仕上げになっています。箱出し状態では、オ
イルが終わったところからの反応は穏やかですが、ポリッシュされたときは、その反応が若干

強まります。 

メーカーのコンセプト … AMF のエリック・トーマス曰く “率直に言えば、とにかく大きく曲が
るボールを作りたかったんです。” カバーストックの強さがこのボールを特別なボールにして

います。アブラロンの３６０～４０００番の間でテストした際、オイル上でのこのボールの摩擦

力は平均を大きく上回っていました。 
テスト結果 … 全くそのとおり、メガフリクションはとにかく曲がります。このボールはたくさん

の板目をカバーすることができ、キャリーダウンにもとてもよく対応します。ピンアクションは、

高回転テスターのときに一番良い結果を出しました。中回転テスターのときは、まれにリリー

スミスをすると、ピンのリアクションが鈍るときがありました。しかし、ボールを中程度ポリッシ

ュし、ミディアムオイル上で使用したとき、中回転テスターはとても良い結果を出しました。こ



のコンディションでは、手前も難なく走らせることが出来ると同時に、バックエンドで強力なア

ンギュラーリアクションを得ることができました。我々のピンリアクションとターゲットエリアは、

平均を大きく上回っていました。 
推奨コンディション … ヘビー＆ロングオイルパターンでは、メガフリクションは十分なフック

と早めのブレイクポイントが見られました。高回転プレイヤーは特にこのボールを気に入るで

しょう。しかし、低～中回転ボウラーはリリースミスの影響が出易いかもしれません。インサイ

ドから攻めるタイプのボウラーは、ピンと PAP のレイアウトを 5 インチか 6 インチにするとい
いでしょう。逆のタイプのボウラーの場合は、より強めのレイアウトになるよう３～４．５インチ

が良いでしょう。上記に述べたように、2000 番や 4000 番などのスムーズな仕上げがこの
ボールに合っていると思いました。またミディアムポリッシュを施すことで、オイルを抜けた後

のリアクションが格段に良くなると感じました。 

 


